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全道の平均正答率

【中学校 第２学年 数学】

正答率の高い問題
課題の見られた問題

〇 課題の見られた問題

〇 正答率の高い問題

〇 考えられる要因

・式を２×（ ）の形にするという見通しをもつことができていない。
・２×（ ）のかっこの中が整数でなければならない理由を理解していない。
・「２ｍ＋２ｎ」や「２（ｍ＋ｎ）」の式の意味のちがいを事象に即して解釈で
きていない。

〇 授業改善アイディア例

・説明を書く前に、「説明したいことは何か」「説明したいことを示す式はど
のような形か」など、説明の目的を明確にし、見通しをもつ学習活動を位置
付けて指導することが大切です。

・一旦解決された問題の解決過程を振り返り、問題の条件や仮定を見直したり、

共通する性質を見いだしたり、概念を一般化したり拡張したりするなど統合
的・発展的に考察する場面を設定することが大切です。

m、nを整数とすると、
２つの偶数は、２m、２nと表される。
このとき、それらの和は、
２m+２n＝２(m+n)

m+nは整数だから、２(m+n)は偶数である。
したがって、２つの偶数の和は偶数である。

式を２×（ ）の形に変形する
と偶数になることを示せるね。

計算の結果が偶数になる
ことを説明したいな。

これまでの学習内容と関連付けると、他にもいろいろなことを式で示す
ことができます。

説明したいこと 説明したいことを示す式の形の例
奇数になること ２×（ ）＋１
５の倍数になること ５×（ ）
３で割ると２余る数になること ３×（ ）＋２

偶数の数が増えたとき
の式の形がどうなるかを
考えてみよう。

奇数だったらどうなる
か考えてみたいな。

２つの偶数の和が偶数になることは、下
のように説明できました。偶数が３つ以上
でも、同じことがいえるでしょうか。

偶数がいくら増えても、
式は２×（ ）になり
そうだね。

Ａ 数と式

〔数学的な見方や考え方〕
(1) イ 文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解すること。

「１学期末問題」の結果を踏まえた授業アイディア例


